
林
野
庁
主
催
の
森
林
管
理
局
直
轄
治
山

事
業
技
術
交
流
会
が
10
月
19
日
～
21
日
に

各
森
林
管
理
局
、
事
業
担
当
者
26
名
の
参

加
の
も
と
大
井
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山

事
業
地
（
静
岡
県
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

※
直
轄
治
山
事
業
と
は
、
国
有
林
内
及

び
民
有
林
内
に
お
い
て
国
が
直
接
行
う
治

山
事
業
。

近
年
の
激
甚
な
山
地
災
害
の
発
生
状
況

等
を
踏
ま
え
、
林
野
庁
が
実
施
す
る
直
轄

治
山
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
都
道
府
県
が

実
施
す
る
民
有
林
治
山
事
業
へ
の
支
援
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
調
査
・
計
画
・
施

工
等
に
係
る
関
係
職
員
の
技
術
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
中
豪
雨
、
地
震
及
び
火
山
噴

火
等
の
災
害
が
発
生
す
る
一
方
、
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
渓
流
生
態
系
の
保
全
等

の
高
度
化
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
幅
広
い

技
術
的
視
野
に
立
っ
た
対
応
も
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
規
模
崩
壊
地
の
施
工
に
お
い
て
は
、

工
種
の
選
定
・
配
置
、
安
全
を
考
慮
し
た

施
工
順
序
、
資
材
の
搬
入
の
方
法
等
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
、
実
際
の
施
工
箇
所
を

見
な
が
ら
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
職
員
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
荒
廃
渓
流
の
施
工

に
お
い
て
は
、
復
旧
後
の
水
の
流
れ
を
想

定
し
た
設
計
の
技
術
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
民
有
林
が
施
工
地
と
な
っ
て
い

る
事
業
地
で
は
、
地
元
調
整
、
土
地
所
有

者
へ
の
対
応
の
難
し
さ
か
ら
、
上
下
流
一

体
と
な
っ
た
復
旧
整
備
が
進
ま
な
い
等
の

問
題
点
に
つ
い
て
も
、
各
局
事
業
担
当
者

で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
有
意
義
な
技
術

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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「
森
林
管
理
局
直
轄
治
山
事
業
技
術
交
流
会
」
開
催

計
画
保
全
部

治
山
課

会場の崩壊地の説明

室内討議

崩壊地の施工順序等の検討

崩壊地の資材運搬方法の検討
荒廃渓流での設計の検討（セルダム）


